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7. 北 ボ ルネ オ の 蝶 の 生活 (④ 一 一 成虫 の 政 の 傷 と 鳥 の 攻撃 常 喜 豊 ・ 石 井 実 (近畿 ) 
野外 で 捕え た 蝶 の 頑 に は きわ め て 特徴 的 な 傷 (左右 対称 の V 字形 の 切れ 込み や 直線 状 に 切り と られ 
た 傷 な ど ) が つい て いる と と が あり , と れ ら は 捕食 者 で ある 鳥 の 攻撃 (に (よる も の と 考え られ て いる . そ 
と で 今回 , 北 ボ ルネ オ ・ サ バ 州 の セ ピ ロ ク (Sepilok) に お いて , チョ ウッ の 翔 に つい た 傷 を 指標 に , 野外 
の チョ ウッ に 対す る 鳥 の 攻撃 状況 を 調べ る と と を 試み た . 調査 は 1983 年 7 月 20 日 一 31 日 の 12 日 間 , も セ ピロ 
ク の Porest Research Centre 周辺 で 可能 な 限り 多く の チョ ウゥ (シジミ チョ ウ 科 と セセリ チョ ウッ ウ 科 を 除 
く ) を 捕え て 麹 に つい て いる 傷 を 調べ る と いう 科 単 な 方 法 を と っ た . 合計 5333 個体 の チョ ウゥ ウ の うち 389 個 
体 (73%) は 玩 に 何ら か の 傷 を も っ て お り , と れ を 傷 の 種類 で 分 ける と , 小さ な 非対称 傷 を も つも の 207 
個体 , 小さ な 対称 傷 84 個 体 , 大 き な 非 対称 傷 98 個 体 , 大 き な 対 称 傷 79 個 体 で あっ た . あら か じ め 日 本 国 
内 で 行っ た 室内 実験 に より , 「 大 き な 傷 ほど 鳥 の 攻撃 に よっ て つき や すく , 特に 大 き な 対 称 傷 は 鳥 の 攻 
撃 に よっ て の み 生 じ る 。」 と の 結論 を 得 て い る の で , と れ を ボル ネオ で の 調査 結果 に あて は め , 大 き な 
対称 傷 を も つ 個 体 は 明らか に 鳥 の 攻撃 を 受け た と みな す と , 全 調 査 個体 中 少な く と も 14.8 め に あたる 
チョ ウッ が 鳥 に 攻撃 され た と と に な る . また 食べ られ て し まっ た 個体 も 考え る と , チョ ウッ に 対す る 鳥 の 捕 
食 圧 は 非常 に 高い も の と 思わ れる . 実際 野外 で 飛翔 中 また は 静止 中 の チョ ッ を 攻撃 し た 鳥 と し て , オッ 
ギ オ ヒ タキ (Fantail) 等 5 ~ 6 種 を 確認 する と と が で きた . 


8. 北 ボ ルネ オ の 蝶 の 生活 ③) 北 ボ ルネ オ の 虹 の 生態 石井 実 (近畿 ) 

1981 年 , 1983 年 , マレ ー シ ア , サバ 州 を 訪れ る 機会 を 得 た ( 両 年 と も 7 8 月 ). 今回 は , その 採集 
旅行 中 に 撮影 し た 蝶 の 生態 写真 を 紹介 し た . 

1) 幼生 期 ケニー ン ガウ ゥ において, ベニ モン アゲ ハ が ウマ ノ ス ズ クサ 科 の 草本 4ristolochia tagala に 
産卵 し て いた C81 年 ) また , コモ ンタ イマ イ の 中 令 幼 虫 が モク レン 科 の 実生 に , オナ シア ゲハ 各 令 幼 
虫 と シロ オビ アゲ ハム ハ 中 今 幼虫 が ミカ ン 科 の ヒメ ワン ピ Clausena excavata の 実生 に つい て いる の が 確認 
され た . サン ダ カ ン 郊外 の セ ピ ロ ク で は , オラ ン ウ ー タ ン の 森 (原生 林 ) の 内 外 で いろ いろ な 蝶 の 幼虫 
や 踊 を 採集 する こと と が で きた . Cirrochroa malaya は セ モビ ピロ ク で 最も 普通 に み ら れ る オレ ンジ 色 の タテ 
ハチ ョ ウッ で , 幼虫 や 映 も 林内 の 低木 ( 種 名 不明 ) か ら 容 易 に 見 つか っ た . その 他 , ツマ ムラ サキ マダ ラ 
の 終 令 幼 虫 , Euthalia sp. の 虹 ) コモ ンタ イマ イ の 中 令 幼 虫 , Chilasa sp. の 終 令 幼虫 等 を 採集 する と と 

が で きた . タワ ウ か ら 山 地 へ 入っ た ブル マス で は ナン ョ ウネ ム ノ キ 447 の zzig 7alcataria の 植林 が 行わ れ 
て いる が , その 幼 木 に キチ ョ ウ , Polyura athamas ?, Surendra sp. の 幼虫 が つい て いた . 

2) 集合 ・ 移 動 アラ ブ 峠 ( 約 2.000m) と ケ ニ ン ガウ で 多数 の Euploea 属 の 蝶 (数 種 ) が 道 の 側溝 , 
公衆 便所 の わき 等 に 集合 し て いる の を みた . タン ブナ ン で , ウス キシ ロ チ ョ ッ が 南西 方 向 へ 次 か ら 次 へ 
と 飛ん で ゆく の が み ら れ た (いずれ も , "83 年 7 月 上 旬 ). また , 日 高 敏隆 氏 は '83 年 7 月 下旬 タワ ッ 郊 
外 で Cirrochroa emalea が 東 の 方 向 へ 200m 程 の 丘 を 越え て 集団 移動 し て いる の を 目撃 し て いる . 





9. アオ スジ アゲ ハ の 青色 斑 一 一 鱗 贅 目 昆 虫 の 色素 頼 粒 (1) 小池 久義 ・ 新 川 勉 (関東 ) 

昆虫 色素 は 一 般 に 蛋白 質 と 結合 し , 頸 粒 と し て 存在 する と と が 多い . と の 傾向 は 鱗 次 目 尼 虫 で は と く 
に 発達 し , 鱗粉 内 の 小室 に 一 定 の 構造 を も っ た 和 題 粒 と し て 存在 する . 吾 粒 の 存在 は さら に 鱗粉 の 形態 に 
も 影響 を あたえ , と くに その 機能 と の 関係 で 形態 が 変化 する . 今回 は アオ スジ アゲ ハ の 青色 斑 に つい て 
調査 し た . 

比較 に 用 いた ツマ グロ ヨコ バイ で は , 一 定 の 大 き さ の 孔 を 有する 球状 の 題 粒 が 角 皮 上 に 存在 する . ま 
た ニカ メイ ガ の 例 で は 体液 重 白 分 画 の 発達 と 密接 に 関係 する . 

アオ スジ アゲ ハ で は 三種 の 鱗粉 が 存在 する . 次 表 の 黒色 部 お よび 裏面 に は 正常 鱗粉 が , また 縁辺 部 に 
は 毛 ある い は 毛 状 鱗粉 が 分 布 す る . 青色 斑 部 で は 裏面 は 変化 し な い が , 表面 で は , 筒 状 鱗粉 が 分 布 し て 
いる . 青色 色素 題 粒 は ほぼ 均一 の 大 き さ で , 一 様 な 分 布 を 示す . : 

と の 鱗粉 は きわ め て 特 化 し て いて , その ソケット は 大 きく 複雑 な 構造 を も つ . また , その 近辺 で は , 
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頼 粒 は 大 きく 特 化 する . オム ニュ ン 画 像 解析 装置 で 分 析 し た が , 正規 分 布 を 示し た 正常 類 粒 が 大 , 小 両 
方 向 に 分 化し た も の と 考え られ る . 
な お て と の 特 徴 的 な 懲 状 鱗粉 の 分 化 は , 形態 学 的 な 立場 と , 典型 的 な 鱗粉 は ソケット 線 を 有する と いう 
立場 か ら , それ ぞ れ 次 の よう に 推測 され る . 

形態 学 的 。 毛 つっ 毛 状 鱗 粉 一 筒 状 鱗粉 一 つ 正常 鱗粉 

ソケット 線 。 毛 つ 毛 状 鱗 粉 一 正常 鱗粉 一 > 筒 状 鱗粉 
な お こと の 征 粒 は 部 分 的 に は 突起 状 で , 一 定 の 構造 も 示さ ず , 丈 表 上 に ある と と か ら , 原始 的 な 形質 と 
考え られ る . 


10. ヒメ アカ タテ バハ 低温 期 羽化 個体 の 暗 化 お よび 小型 化 に つい て 松井 英子 ・ 松 井 安 俊 (関東 ) 

千葉 県 北部 (野外 お よび 野外 ケー ジ ) に お いて 幼生 期 で 越冬 し 1982 年 早春 に 羽化 し た ヒメ アカ タテ ハ 
は , 小型 で 斑紋 が 暗 化 し た の で , そう し た 個体 の 出現 条件 に つい て 検討 し た . 

1. 成虫 の 前 次 長 は 最 寒 期 に 由 化 し た も の を 最小 (の 22mm 前 後 ) に , 映 化 期 の 気温 に 比例 し , 4 
月 下旬 か ら 3 月 上 旬 に 羽化 し た 個体 は 高温 期 の も の に ほぼ 近かっ た (@ 29.2mm) . と うし た 傾向 は , 
終 齢 期 の 平均 気温 と 前 贅 長 が 正 の 相関 を 示し た と と か ら , 幼虫 の 摂 食 活動 に お よ ぼ す 気 温 の 影響 に よる 
も の と 考え られ た . 

2. 後 炊 裏 面 の 亜 外 緑地 色 の 明る さ , 4 室 の 三角 形 白 絞 の 発達 の 程度 , 中 央 部 か ら 基部 にかけ て の 斑 
紋 の 明瞭 度 な ど に より , 最も 暗 化 し た 個体 を 暗 化 度 1 と し て 3? 段階 を 設定 し た . 最 寒 期 に 長い 映 期 を 経 
て 羽化 し た 個体 が 最も 暗 化し , 以後 気温 の 上 昇 に 伴っ て 後 契 裏面 は 明る く な っ た ( 図 1). 同様 の 傾向 
は , 後 次 表面 中 央 の 黒 紋 に 囲ま れ た 構 色 域 の 発達 に つい て も み ら れ た . 

3. 終 齢 期 お よび 暴 期 の 低温 に よる 小型 化 お よび 暗 化 は , それ ぞ れ 実験 的 に 終 齢 期 お よび 踊 期 を 低温 
(11.4?C, 1 か 月 間 ) に する とこ と に よっ て も 確 め られ た . 

4. 千葉 県 北部 に お いて み ら れ た と うし た 傾向 が , 以 南 の 土着 越冬 各地 域 に お いて , どの よう な パ 
ター ン を と る か を 今後 あき ら か に する と と に よっ て , 春期 に 採集 され た 個体 の 履歴 (発生 地 , 発生 場所 ) 
が 推定 され , また , 日 本 列島 に お ける 越冬 や 移動 の 解明 に ヒン ト が 得 ら れる も の と 考え られ る . 





i oe—e-e 5 
骸 刻 
に 
4 Qa oS 4 
ES 
窒 3 Os 3 
2 2 
員 生 
\ | 
〇 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 急 
申 化 羽化 
Se テー レー に リー 
O 
20 
表 
屋 
ww 10 
緒 
0 
*81.1【 12 *82.1 2 3 4 $ 月 
時 期 


図 11 ヒメ アカ タテ ハ の 後 贅 裏面 斑 弘 の 暗 化 度 と 映 期 と の 関係 


11. リュ ウキ ュ ウ ムラ サキ 赤 斑 型 の 飼育 例 か ら 福田 晴夫 ・ 二 町 一 成 (九州) 
1283 年 に 採集 され た 赤 琉 型 の 数 は 現時 点 で す で C 7 @27 と な り (沖縄 本 島 以 北 ), 過去 28 年 間 の 採 
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